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森
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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
中
小
河
川
の
緊
急
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
中
小
河
川
の
緊
急
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
及
び
福
岡
県
が
事
務
局
を
務
め
た
筑
後
川
右
岸
流
域
河
川
・
砂
防
復
旧
技
術
検
討
委
員
会

で
の
検
討
の
結
果
、
平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨
等
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
河
川
及
び
そ
の
流
域
に
お
い
て
、
土
砂

又
は
流
木
を
伴
う
洪
水
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
、
繰
り
返
し
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
及
び
洪
水
時
に
河
川
の
水

位
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月

九
州
北
部
豪
雨
等
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
河
川
と
同
様
の
特
徴
を
有
す
る
他
の
地
域
の
河
川
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
九
月
か
ら
同
年
十
一
月
に
か
け
て
全
国
の
一
級
河
川
の
指
定
区
間
及
び
二
級
河
川
の
緊
急
点

検
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
対
策
が
優
先
的
に
必
要
な
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
神
奈
川
県
も
含
め
た
全
国
に
お
い
て
、
「
中
小

河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
過
去
に
土
砂
又
は
流
木
を
伴
う
洪
水
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
谷
底
平
野
を
流
れ
る
河
川
で
、
流
木

一



を
捕
捉
す
る
機
能
を
有
す
る
砂
防
施
設
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
下
流
の
氾
濫
域
に
お
け
る
多
数
の
家
屋
又
は
要
配

慮
者
利
用
施
設
等
の
重
要
な
施
設
（
以
下
「
重
要
施
設
」
と
い
う
。
）
へ
の
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
河
川
を
特
定
し
、
当

え
ん

該
河
川
に
つ
い
て
、
透
過
型
砂
防
堰
堤
等
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
近
年
、
洪
水
に
よ
り
被
災
し
た
履
歴
が
あ
り
、
再
度
の
氾
濫
に
よ
り
多
数
の
家
屋
又
は
重
要
施
設
へ
の
浸
水
被
害

が
想
定
さ
れ
る
河
川
の
区
間
を
特
定
し
、
当
該
区
間
に
お
い
て
、
河
道
の
掘
削
及
び
堤
防
等
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

た
。さ

ら
に
、
家
屋
又
は
重
要
施
設
へ
の
浸
水
被
害
の
危
険
性
が
高
く
、
的
確
な
避
難
判
断
の
た
め
の
水
位
観
測
が
必
要
な
箇

所
を
特
定
し
、
当
該
箇
所
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト
の
水
位
計
の
設
置
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
対
策
が
平
成
三
十
二
年
度
を
目
途
に
完
了
す
る
よ
う
、
国
と
し
て
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
都
道

府
県
知
事
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
が

行
う
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る
「
水
防
災
意
識
社
会
」
を
再
構
築
す
る
た
め
の
取
組
を
加
速
化
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。

二


